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三
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五
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会

地
域
に
お
け
る
大
学
の
振
興
及
び
若
者
の
雇
用
機
会
の
創
出
に
よ
る
若
者
の
修
学
及
び
就
業
の
促
進
に
関
す
る

法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
。

一

内
閣
総
理
大
臣
が
、
地
域
に
お
け
る
大
学
振
興
・
若
者
雇
用
創
出
事
業
に
関
す
る
計
画
を
認
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
明

確
な
評
価
基
準
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、
審
査
の
客
観
性
及
び
透
明
性
を
確
保
す
る
こ
と
。

二

地
域
に
お
け
る
大
学
振
興
・
若
者
雇
用
創
出
事
業
に
対
す
る
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
当
該
地
方
公
共
団
体
が
作
成
し
た
計

画
の
実
現
の
た
め
に
効
果
的
な
活
用
が
な
さ
れ
て
い
る
か
、
地
域
に
お
け
る
雇
用
創
出
と
の
相
関
関
係
が
あ
る
も
の
な
の
か

を
含
め
、
運
用
状
況
の
検
証
を
行
う
こ
と
。

三

交
付
金
の
規
模
や
認
定
件
数
等
に
つ
い
て
は
、
地
域
に
お
け
る
大
学
振
興
・
若
者
雇
用
創
出
事
業
の
実
施
状
況
及
び
地
方

公
共
団
体
の
意
見
を
踏
ま
え
、
弾
力
的
に
見
直
す
こ
と
。
そ
の
際
、
優
れ
た
取
組
を
重
点
的
に
支
援
す
る
趣
旨
に
十
分
配
慮

す
る
こ
と
。

四

特
定
地
域
内
学
部
収
容
定
員
を
抑
制
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
時
代
の
要
請
を
踏
ま
え
た
学
部
の
再
編
等
が
円
滑
に
行
わ
れ

る
よ
う
配
慮
し
、
大
学
の
自
主
性
及
び
自
律
性
を
侵
害
し
な
い
こ
と
。

五

収
容
定
員
の
抑
制
期
間
が
十
年
と
長
期
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
、
途
中
の
年
度
に
お
い
て
、
そ
の
運
用
状
況
及
び
効
果
に
つ

い
て
検
証
を
行
う
と
と
も
に
、
大
学
の
国
際
競
争
力
を
損
な
う
こ
と
の
な
い
よ
う
定
員
抑
制
措
置
の
随
時
の
見
直
し
を
行
う

こ
と
。

六

収
容
定
員
を
抑
制
す
る
特
定
地
域
に
つ
い
て
は
、
今
後
政
令
で
定
め
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
東
京
二
十
三
区
以
外
の

地
域
に
安
易
に
拡
大
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

七

収
容
定
員
抑
制
の
例
外
と
な
る
基
準
を
明
確
に
し
、
大
学
の
運
営
に
混
乱
を
来
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

八

若
者
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
就
業
の
機
会
が
地
域
に
お
い
て
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
良
質
な
雇
用
機
会
の
創
出
、
企
業
に
お
け

る
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
や
長
時
間
労
働
の
見
直
し
、
東
京
に
本
社
を
持
つ
大
企
業
等
に
よ
る
地
方
で
の
雇

用
機
会
の
創
出
等
に
必
要
な
施
策
を
推
進
す
る
こ
と
。

右
決
議
す
る
。


